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一般会計会計区分 事業類型 一般 担当課

事務事業名 担当部講座開催事業

根拠法令・個別計画

5

総合計画

分野別計画

予算区分

事業期間

住民の主体的な活動を支援する

4

平成１２年度以前

教育文化

10

～

東部市民センター

庶務係

5

社会教育法第２２条

2

平成３０年度以降

生涯学習

○24年度実施内容

・市民講座開催

　市民講座は2期に分けて各4コース実施。1コースは原則週1回、約2時間で延べ65回

　第１期　4講座(美味しいご飯づくり、腰痛予防、かぎ針編み、韓国語）　計33回

　第２期　4講座(トールペイント、ジャズダンス、そば打ち名人、お口の元気)　計30回

　短期講座　（ハーブの香りでリラックス、かぎ針編み）計　2回

・ゆうゆう(高齢者)学級、つつじ(女性)学級　各20回

　市民講座は1講座4～10回で、受講料は1回当たり150円

　ゆうゆう学級・つつじ学級の受講料は年間2000円

　担当職員は、講座の企画から講師依頼、受講者募集、受講料の徴収、講座開催日の受付

等の事務を行っている。

○24年度直接経費の内訳

目的

（対象をどの様な

状態にするのか）

市民に対して様々な学習の機会を提供し、いきがいのある暮らし、住みよいまちづくり形成

の一助とする。
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○24年度直接経費の内訳

　講師謝礼（987千円）

　旅費（17千円）

　消耗品、食糧費（10千円）

　バス借上げ等（240千円）

　【その他財源の内訳】

　講座受講料（63回：426千円）

○25年度直接経費の内訳

   講師謝礼(1,110千円）　旅費(19千円）

   消耗品、食糧費  (１9千円） バス借上げ料等(340千円）

　【その他財源の内訳】

　講座受講料（517千円）
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事業実施におけ

る課題

講座の内容により応募者数にばらつきがある。今後もアンケートを実施し、市民ニー

ズに即した講座を検討、実施していく必要がある。
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事業の

達成状況

講座により、応募者数にばらつきがあり前年度に比較して約９％受講者が減った。
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事業のボリュームを現状規模で維持すべきもの

（対象や手段を見直す場合も含む）
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加事項、廃止・削

減事項等）
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２６年度以降

の改善案

住民の主体的な活動を支援するための仕組みや組織の体制づくり、住民の活動の拠

点となる環境の整備を実現するための講座等その内容を充実していく。

実実実実

施施施施

結結結結
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社会教育法・公民館としての意義を守り、生涯学習の拠点としての役割を発展させ、

やがては住民の自主的な活動を育成し支援していくため、今後も事業を継続していく

必要がある。

判定理由

社会教育法第２０条、第２２条により、公民館の目的、目的を達成するために事業を

行なうことが明記してあり、生涯学習の普及には欠くことのできない事業であるため廃

止はできない。

時代に沿った内容の講座を多く取り入れた。また、ゆうゆう(高齢者）学級、つつじ（女

性）学級の年間の受講料を市民講座に合わせ１回当たり１５０円の３，０００円とした。

判　定　理　由

維　持

方向性の判定

事業を縮小・

廃止したときの

影響

一次評価のとおり。講座開催事業については、本年度、全庁的に経営分析

を実施するので、その結果を基に改善に取組むこと。
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